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lｉ 2008年３月'Ｉ幻農のあるライフスタイルづくり

（平成17～19年度)プロジェクトについて
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和束町と南山城村において、町村外から地、家屋が有効利用され、このような事|列 』

」団塊世代を中心に田舎暮らしを希望されるの積み重ねが地域の活性化に役立つと考えて

ｮ士方に対して、地元住民の方が講師になったいます。今後は､この３年間の経験を踏まえ、

七 花 ■岸灰 □ ロ． 幽刃長=垣室駐毎ｍ
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農の未来を拓く伝i鏡'二'確かな技術'１
農業・農村体験や意見交換会・交流会を開町村外の方の自活力や意欲を地域の多様な担

催し、都市部の方々と農山村住民との情報い手に結び付ける仕組みづくりを行うことと

交換や相互理解を進めて来ました。 しています。

農山村を知る－膠農山村のファン→農山村

のリピーター→農山村との交流・移住→農

「農業は一生勉強です」と匠は語ります。山城地域では多くの先輩や先人が高め極めた生産技術と知

恵を基盤により特色ある高付加価値化農業に取組んでいます。

山村の活性化に繋げるという目標に取組ん

だ結果、和束町では１組の御夫婦が通いで
今回は天皇杯、食アメニティコンテスト 京都府豊山漁村高齢者技能登録と認定の栄によくされた皆

トマトのハウス栽培を開始され、南山城村 ざま方と、 各地での新技術の取組みを紹介します。

では１組の御夫婦が４月に移住予定と芯っ
１ 

ている。これらは役場と地元の方々の協力

新たな農の匠が認定されましたにより実現できたものです。遊休施設や農△相互理解が深まった交流会（平成19年９月南山城村）

、 今 京都府では農山漁村の伝統的な技能のう 御両名には、今後も一層の御活躍が期待Ｌ－－.＿ 

｜ｌｌｌ'’’’’’’’’’’’’ 

１雫;iiili1Mj;轤薑liiizR罎霊醗霊の震薑'１。
ち特に優れた保持者を農・l-L1・海の「匠」 されます。

平成19年度新規認定農業±(12名） に認定しています。平成19年度は山城地域

から２名の方が認定されました。⑨指導農業士
宇治田原町の下岡久五郎さんが天皇杯を受賞

｢水生花き栽培｣の岩見良三氏(城陽市)は、氏名｜住所 部 闇

されました。茶園の面積拡大、共同製茶工場の
京都府の水生花き栽培の第一人者であり、北尾隆幸城陽市 茶・水稲

設置、高品質茶生産等にいち早く取り組まれ、
特にカキツバタの導入に大きく貢献ざれま木津川市 水稲・たけのこ・野菜尾崎清

また、茶の消費宣伝など長年にわたる茶業振興
した。村田源人 井手町｜茶・果樹

への貢献が高く評価されました。 ｢しんこだんご加工」の阿辻好子氏（井手●女性農業士

町）は農産加工全般に優れた技術を保持し、氏名 住所 部 蘭

特にしんこだんどの細工は動物や野菜等、宇治田原町 野菜西川さっき
△岩見良三氏芸術品のような出来栄えに造形されます。田中好子 精華町水稲・切り花・野菜・加工

藤村絹子｜精華町水稲・大豆。加工

●青年農業士

八幡市の京・流れ橋食彩の会(谷口美智子代表理氏名｜住所 部 露

事他33名)が､19年層全国食アメニテイコンテスト
吉田利平 宇治市 茶・水稲

において優秀賞を受賞されました｡出品財のたけ
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(ただし、家庭菜園の方は除きま今川雅裕 八幡市 野菜・水稲
のこバンは特産を生

す）東川輝雄八幡市 軟弱野菜・水稲
かしたアイデアが、 １ 

の他「茶｣｢野菜｣などの専門項目をテーそ阪本浩一久御山町
、

ナス・コマツナ また､震と食をむす
マとした「栽培基礎講座｜も予定 ▲阿辻好子氏澤樹信吉 和束町｜茶 ぷＮＰＯの地域貢献
しています。 活動が､高く評価さ北本勝実 南山城村｜茶 ▲ 

mii;ｍ１ＭＬ堂iiiii1三鴎M1ilill1濡腰篇Hii蜜驚::f;EfHIh… れました。 ；京都府山城北農業改良普及センター
〒６１０－０３８１京田辺市田辺明田１TELO774-62-8686

京都府山城南農業改良普及センター
〒619-0214木津川市木津上戸１８TELO774-72-0237
ホームページｈｔｔｐ//ｗｗｗ・ｐｒｅｆＫｙｏｔｏ・ｊｐ/ｙａｍａｓｈｉｒｏ／
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~農薬を安全にi正'しく便し)ま|しよう～
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④農のあるライフスタイルづくり

(平成17～19年度)プロジェクトについて

和束町と南ｌＬｌ城村において、町村外から地、家屋が有効利用され、このような事例

団塊世代を中ﾉ、に田舎暮らしを希望されるの積み重ねが地域の活性化に役立つと考えて

方に対して、地元住民の方が講師になったいます。今後は､この３年間の経験を踏まえ、

農業・農村体験や意見交換会・交流会を開町村外の方の自活力や意欲を地域の多様な担

催し、都市部の方々と農山村住民との'|胃報い手に結び付ける仕組みづくりを行うことと

交換や相互理解を進めて来ました。しています。

農山村を知る－陰農山村のファン→農山村

のリピーター→農山村との交流・移住→農

山村の活性化に繋げるという目標に取組ん

だ結果、和束町では１組の御夫婦が通いで

トマトのハウス栽培を開始され、南山城村

では１組の御夫婦が４月に移住予定となっ

ている。これらは役場と地元の方々の協力

により実現できたものです。遊休施設や農△相互理解が深まった交流会(平成19年９月南山城村）

、ユ

氏名 住 所 部門

北尾隆幸 城陽市 茶・水稲

尾崎情 木津111市 水稲・たけのこ・野菜

村田源人 井手町 茶・果樹

②女性農業士

氏名住所部門

西川さっき 宇治田原町 野菜

田中好子 精華町 水稲・切り花・野菜・加工

藤村絹子 精華町 水稲・大豆。加工
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②青年農業±

吉田利平宇治市茶・水稲；；募集対象者山城管内の就晨５年未満の農業者f

今川雅裕八幡市一野菜ホ稲ｉ（ただし家庭菜園の方は除きま｜東川輝雄八幡市軟弱野菜．水稲；：す）

阪本浩一久御山町ナス.コマﾂナ；iその他「茶｣｢野菜｣などの専門項目をテー：
澤樹信吉「矛n束町一素￣ ：マとした｢栽培基礎講座｣も予定；
'一砥艤－南田城村茶ｉしています。

（敬称,,,筒）艀詳繍についてはu'鰄北藺薔蕊ｾﾝﾀｰ篝で問い合ｲｺ置くだ奮い。；

｜ル農薬を安全に正しく使いま'rか1,｜，
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京都府では農山漁村の伝統的な技能のう御両名には、今後も一層の御活躍が期待

ち特に優れた保持者を農・l-L1・海の「匠」されます。

に認定しています。平成19年度は山城地域

から２名の方が認定されました。

｢水生花き栽培｣の岩見良三氏(城陽市)は、

京都府の水生花き栽培の第一人者であり、

特にカキツバタの導入に大きく貢献亡れま

した。

｢しんこだんこ加工」の阿辻好子氏（井手

町）は農産加工全般に優れた技術を保持し、

特にしんこだんどの細工は動物や野菜等、

芸術品のような出来栄え|こ造形されます。 ▲岩見良三氏

i重露ﾖi塞雲夛愈富鑿`蓮;穣!:;鑓震鬘！

;|蕊liiU11ll鑪ii鱸iil;iliiih ▲阿辻好子氏

京都府山城北農業改良普及センター
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●エビイモの初輿M生育促進技術
１ 

､農薬の安全使用と飛散防止

食品衛生法では､定められてた残留農薬基準をエビイモの栽培では、初期の生育が大さ
贋

超えるか基準が設定されていない農薬を検出す＜収量に影響します。特に寒い地域では、ノ
数ｍの緩衝帯 ると農作物が販売禁止になります｡農薬を使用す

定植直後の４月～５月に霜や低温で生育が－
．
１
 る時はラベルの表記内容を確認し､使用基準(適

阻害されることがあります｡宇治田原町で、 用作物､使用方法､倍率と使用量､使用可能時期、…
檮

成分ごとの総使用回数)を守りましょう。不織布を利用した生育促進技術を検討しま
霞;i艤i議驚

Ｉした。 また､散布時に他の作物まで飛散（ドリフト)す
Zrロ

ゴ〆。

ることもあります｡次の対策が必要です。
５月31曰に苗を定植した事例では、５月山Ｉ＝

細飛散の影響の少ない生産環境△定植時に不織布をかける

31曰～Ｂ月23曰まで不織布で苗を被覆した 風速２ｍ以下で作業し､近接ほ場での異なる

ところ、生育が約２割促進され、収量も絃 作物がある場合は距離を空け､緩衝帯を設け

る｡緩衝帯にソルゴーなどを栽培します。４割増加しました。
き,飛散しにくい散布方法

もう少し早い定植では、さらに効果があ
粒剤などの農薬は飛散しにくいので､できる

ると考えられるので、寒い地域では、効果 だけ局所に使用します。

的な技術と考えられます。 液剤散布の噴口をドリフト軽減ノズルに取

ｂ替えます。

き近接する作物への安全I性の配慮
▲６/２８の様子（左が不織布区）

少
、塁 近接する作物にも登録のある農薬を選定し

まず。
〆

鋤注意すること

､袋がけ栽培で富有柿の新商品を開発 年間作付け計画の作成時に緩衝帯を設ける

時期と場所を考慮しましょう。￣ 
－． 

木津川市の鹿背山柿出荷組合(８戸)で ソルゴー等（高さ２～３ｍ程度） アセフェート等の浸透移行性の薬剤は､根や

葉から吸収ざれ作物体内を移行しますので､収
穫前日数を確認して使用します。

|ま､西村早生と富有柿を市場､直売所､宅配 望
「

～
、
〆

での販売をしています。 、辻

最盛期となる１１月には選果作業が忙し

D水稲の高温障害対策＜､収穫できない柿が約２割でるので､袋が

近年、８月、９月の気温が高温になり、水稲の
高温障害が発生しています。けにより収穫期を長くしましたｃ 平均気温(℃)【京都市】３２

二CIU 

…-2007年傷
出穂後20日間の平均気温が26～27℃以上の高温

になると、収量は低下し、心白や乳白米、基部未
熟粒が増えます。

その結果､12月20曰頃まで収穫が可能と 気２８

一画一平年 温２６

,:)或陰二 ▲÷ なり榿色で色つやが良く､糖度も18％と慣
財U２

Ｂ 

行よりＳ9'6向上しました。

瓢卜繍'頸'下･卜繍'理'声卜彌'w瓠卜鬮|馳繕雛蕊i蕾ij雪iこう田植え時期をGＥ出荷組合では化粧箱や鹿背山を紹介する 田植え時期別出穂期(平年）

10日以降に遅らせることが有効です。田植え日 出穂靴

栞を新調し､お歳暮の贈答品を開発しまし 轡登熟を良くするためには、過繁茂にならないよＳ月１日 ８月２２日

Ｓ月５日 ８月２５日 う基肥を控える。
かんがい

趣に'二'干し後は根を健全に保つために間断潅潤を行
た。

Ｂ月１０日 ８月２８日

６月１５日’８月３１日
Ｓ月２０日Ｉ９月４日 い、収穫10日前まで水を切らない等の水管理も

重要です。
△栞を添えた贈答用化粧箱

アメダスによる出穂期予測（巨椋池「ヒノヒカリ｣）
Ｊｕ 、－ 」

～築いてゆこう男女共同参画社会～ ～＜らしの中で人権感覚を豊かに～


